






























































合によっては 搾取労働 に繋がる危険がある。後者は 社会事業家 （ソーシャル・アン
トレプレナー）的なアプローチであり、 博愛精神 に溢れて美しいが、過去の経済援助の
失敗のように成功に導く力に欠けている。結論を先取りするのなら、ソリューションは両者

























































































路依存性 を理解していないからである。まず、カンボジアの 貧困 を見ていこう。
カンボジアは、国土面積 万平方キロメートル、人口は 万人である。 は 億
ドル、一人当たり は ドル（購買力平価換算で ドル）にすぎない。ちなみ














































にあるように キリング・フィールド だった ）。
年 月 日、ノロドム・シアヌーク前国王は北京で病死した。 歳だった。葬儀は息
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写真 藺草の染色工程 写真 藺草の乾燥と仕訳







































































バングラディシュ人民共和国の国土は 万 平方キロ、人口は 億 万人である。
日本の半分以下の国土に日本以上の人口が犇めく超過密国である。 は 億ドル、



































































製品自体の魅力 で買ってもらえる 途上国発ブランド 商品でなければならない、とい
う信念があった。それは、山口氏がマザーハウスを バッグ屋 と規定し、ブランドを確立
したいと切望したこと。もう一つは、途上国の 貧困 の実態の理解を通じて、彼らを か






























常道ではあるのだが。 持続するビジネス を確立するためには、慈善ではなく、 先進国で
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定に着手、国会議員の賛同を得て、貧者のための グラミン銀行法 が成立、 年に グ
ラミン銀行 が発足した（池田 ）。
発足当時の顧客数は 万 人だったが、 年後の 年には 万人に膨れ上がった。
年には、女性の顧客比率が 割を突破し、女性の地位向上に役立っている。この理由












グラミン銀行の活動は、下部組織の センター から成り立っている。 センター は、
名 組になったチームを 個束ねたものである。この 名の女性が集まって毎週一度ミー
ティングが開かれる。センターのメンバーは、農村地区が ％以上を占める（工業地帯は
％に過ぎない）。
およそ 万個ある センター を束ねるのが地域の ブランチ・オフィス （支店）であ
る。ブランチ・オフィスは 個ある。その上には エリア・オフィス があり、 個のブ
ランチ・オフィスを束ねる。エリア・オフィスの上には 個の ゾーン・オフィス があ
る。その上は 本部 である。
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れは 女性を信頼する 、グラミン銀行は 普通の（商業）銀行ではない と強調した。貧
者に融資することが目的だが、そのために、借り手を教育しなければならない。借り手がト
レーニングを受け入れることが重要だという。グラミン銀行が普通のマイクロファイナンス
ではない証拠に、 乞食のローン （ ）があることである。基本ローン（
）の金利が ％、住宅ローン（ ）が ％、ビジネス・ローン（




























































































































（ ）の金利は ％もある。この金利は、資金が潤沢な先進国から見たら 高
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環境におけるビジネスモデルの持続可能性（安室）
星野裕志（ ） 連携による開発途上国への参入─ ビジネスとソーシャル・ビジネス─ 大
石芳裕・桑名義晴・田端昌平・安室憲一監修・多国籍企業学会著 多国籍企業と新興国市場
文真堂、（ ）
池田洋一郎（ ） バングラディシュ国づくり奮闘記 英治出版




安室憲一（ ） グローバル市場の活断層に潜む戦略リスクの分析 世界経済評論
（ ）
安室憲一（ ） （ ）の概念と現実─我々は何に 研究の座
標軸を求めるべきか─ 多国籍企業研究 （ ）
安室憲一（ ） ビジネスの座標軸 、大石芳裕・桑名義晴・田端昌平・安室憲一監修・多国
籍企業学会著 多国籍企業と新興国市場 文真堂、（ ）
山口絵理子（ ） 裸でも生きる 講談社
山口絵理子（ ） 裸でも生きる 講談社
